
医療法人社団青山会みはるの杜診療所 院長 石原哲郎先生を講師にお招きし、標記研修会を開催しました。認知症と診
断されたら．．。先生は認知症当事者による当事者のための相談窓口「オレンジドア」の実行委員を務めていらっしゃ
います。丹野智文さん宮城の認知症をともに考える会講演会では、いつも進行した人の支援の難しさが語れる。診断さ
れた瞬間から適切な支援があり、それが継続されたら事態は違う。その人がどういう人かは継続する支援の中で誰にで
も共有できる。認知症の診断制度、注意機能や実行機能、社会的認知の障害など詳しく説明いただきました。認知症に
なったからといって何もわかんなくなるわけではない。 アルツハイマーの初期には神経症状がない。他の疾患があるの
ではないかと考える。行動障害の原因、脳の変化、心理環境要因の分析が大切である。周りの関わりが重要である。
パーソンセンタードケアとは何か、本人は周りをよく見ている。自分のことを考えてくれているのかよく見ている。
パーソンセンタードケアの理念、個人の独自性を重視すること。個人のアセスメントが大変重要であるということ。ア
セスメント（脳の障害、身体の健康、生活歴、性格傾向、人間関係）をよく見ていくことが大切。オレンジドアの活動
について。権利って何なのか合理的配慮とは何なのか。詳しく教えていただきました。 2時間という時間が本当にあっ
という間に過ぎ会場からも多数の質問が寄せられました。石原先生お忙しい中、本当にありがとうございました。

宮城県ケアマネジャー協会
塩釜（２市３町）支部定例会

３０年８月３１日（金）１５：００～１７：００
マリンゲート塩釜マリンホール

『認知症の理解・アセスメントのポイント』

医療法人社団　清山会　みはるの杜診療所
院長　石原　哲郎先生 マリンゲート塩釜からの塩竈湾


